
令和元年度実績報告及び令和2年度取組案

たるばとプロジェクト

小樽市子どもの読書活動推進計画

市立小樽図書館子ども読書事業

市立小樽図書館



たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

本との出会いを生み

出す
小樽市ブックスタート事業

小樽市ブックスタート協議会の

構成員として、保健所で実施す

る乳幼児健診時に絵本の贈呈や

紹介などを行う。

・10か月検診時（月2回程度）

に実施した。

・絵本を2冊ずつを478世帯に贈

呈して、読み聞かせの実施、お

すすめ本の紹介、読み聞かせの

仕方についての案内等を行っ

た。

・読み聞かせに慣れていない家

族も多い中、読み聞かせの体験

をしてもらうことで、家庭での

読み聞かせのきっかけを作るこ

とができた。

・乳幼児の読み聞かせイベント

である「たるぴよタイム」の参

加に繋げることができた。

・ブックスタート時におすすめ

の本をわかりやすく整備するな

ど、図書館の赤ちゃんえほん

コーナーを充実させる。

たるぴよタイム

乳幼児と保護者を対象に、読み

聞かせや手遊びを取り入れたお

はなし会や乳幼児向けの絵本の

紹介を行う。

・整理休館日以外の毎週金曜日

（11時～11時30分）に開催

し、1回当たり平均10組ほどの

参加があった。全36回、計487

人参加。

・毎回テーマを決め、テーマに

関連させた選書をすることで、

本と本の間に繋がりを持たせて

紹介できた。

・毎週同じ時間に開催を続ける

ことで常連ができている。

・毎回新規の参加もあり、常連

と新規のバランスが良い。

・対象世代の図書館利用促進に

繋がっている。

・幼保（就学前の子ども）を対

象とした個人セット貸し出しを

試行する。(11月頃予定)

たるばとクラブ

季節や行事に合わせて、幼保や

小学生を中心とした子ども向け

のイベントを行う。

・第1・3土曜日（午後2時～3

時）に月２回、毎回テーマを決

めて開催した。全23回、363人

参加。

・おはなし会や工作会などを行

い、毎回平均10人ほどの参加が

あった。

・ボランティアと連携したおは

なし会や寄席体験の他、博物館

との自然観察など他機関と連携

して実施することができた。

・イースターエッグ探しやハロ

ウィンの仮装参加など参加型の

内容を行うことができた。

・内容によって参加人数にバラ

つきがある。

・チラシ配布先を増やすなど、

広報を充実させ、より多くの参

加となるよう毎回の内容を工夫

する。

おはなし会

学校/幼稚園/保育所/町内会等

からの依頼により、図書館内外

の様々な場所で、読み聞かせを

行う。

・保育園2件で利用があり、３

０分～１時間程度のおはなし会

を行った。

・リピーターが多く、各回好評

であった。

・視聴覚資料を貸出しできるこ

とを伝えられる機会にもなって

いる。

・同様に各機関からの依頼に応

じ、各機関の対象者層に応じて

内容を更に充実させ実施する。

１子どもの発達段階に応じた読書に親しむ機会の提供

本を楽しむ場の提供
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

子どもシアター劇場
年に２回程度、子ども向けの長

編アニメ映画を上映する。

・9/16「映画ドラえもんのび太

とアニマル惑星」　16人参加

 ＊中止3/1「チャーリーとチョ

コレート工場」（新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため）

・例年３０人程度の参加が見込

めるが、上映タイトルによっ

て、参加者数にバラつきがあ

る。

・自宅でＤＶＤやインターネッ

ト配信で映画を見られる家庭も

多いためか、参加者数は横ばい

である。

・映画を楽しむ時間を共有する

場として、9月、3月で年2回実

施予定（内容は未定）

幼保ブックフェスティバル

依頼があった幼稚園や保育所に

200冊程度の本を持参し、読み

聞かせやエプロンシアターを

行ったり、本の貸出しの機会を

提供する。

・保育園2件から依頼を受け、

絵本200冊と大型絵本やしかけ

絵本を持参して実施し、各60人

程の参加があった。

・２件ともにリピーターであ

り、満足度が高いことがうかが

える。

・同様に依頼を受け実施する。

・新規の利用機関を開拓するた

め、広報を充実させる。

わくわくブック号がやってくる

移動図書館「わくわくブック

号」が学校、幼稚園、保育所な

どを訪問し、車内の見学や図書

館の使い方を紹介し、絵本の貸

出しを行う。

・保育園1件（参加約30人）、

小学校４件（各日平均30人程度

参加）で実施し、各施設で通常

のステーションと同様の20～40

分程度滞在した。

・図書館を利用していない参加

者にも本を楽しむきっかけを作

ることができた。

・申込者の状況に応じて工夫が

必要であるため、学校の場合は

小規模校もしくは学級単位で

行っている。

・同様に実施する。

・移動図書館バスの運行とし

て、学校をステーションとする

運行を試行し、効果など検証す

る予定。（2学期以降）

出張展示会
様々な施設や機関と連携して資

料展示会を開催する。

・中学校２校から３件の取組を

紹介した。

・学校での活動を公共の場で紹

介し、好評であった。

・利用者からの好意的なリアク

ションもあった。

・中高図書局などと連携した移

動展を予定。（２学期以降）

大型絵本・エプロンシアター等

の貸出し

学校、幼稚園、保育所、団体等

に図書館で所蔵する大型絵本、

エプロンシアター、パネルシア

ター、アニメDVD等を貸し出

す。

・カウンター490点、学校支援

20点の貸出しをした。

・幼保やボランティアの活動を

支援できた。

・貸出期間の見直しやエプロン

シアター選び方ガイドを作成す

るなど、利用促進につなげた。

・大型絵本選び方ガイドの作成

を開始する。

本を楽しむ場の提供
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

貸出文庫

放課後児童クラブや児童デイ

サービスなどに各施設30～40冊

程度を長期間貸し出す。（1か

月～1年目安）

・10施設に38回、2030冊の貸

出しを実施した。

・放課後児童クラブや児童デイ

サービスなど、それぞれの施設

の状況に応じた読書環境支援に

努めた。

・同様に依頼を受け、幅広い内

容の本を手に取る機会となるよ

う選書に配慮して実施する。

学校ブックフェスティバル

依頼があった学校に約1,000冊

の児童書を広げ、多くの本から

選ばれたお気に入りの本の貸出

しを行う。

・小学校2件で実施した。

・選書から運搬、実施までの流

れが固まりスムーズな進行がで

きた。

・子どもが本に親しむ様子は教

職員に好評である。

・同様に依頼を受け実施する。

・新規の利用機関を開拓するた

め、広報を充実させる。

職業体験（インターンシップ）

司書の職業体験として本の整理

や貸し出しなど、最大４人まで

１～２時間程度の職業体験をす

る機会を提供する。

・小学校1件、中学校3件、その

他2件で実施した。

・カウンター業務や資料展示な

どを実際に体験メニューを取り

入れているため、参加者だけで

はなく教職員からも好評を得て

いる。

・同様に実施する。

こしょナビ（「調べもの応援タ

イム」から名称変更）

夏・冬休みなどに図書館の児童

室内に特設コーナーを設け、司

書が本の調べ方についてのアド

バイスをする。

・夏休み中に4日間実施し、33

件52名が参加した。

・読書感想文おすすめリストを

配布した。

・利用は多くないが、子どもへ

のレファレンス対応は教員研修

としても有効である。

・新型コロナ関連で開催時期検

討中。

・読書感想文のおすすめリスト

を改訂する。

・参加者を増やすため、広報を

充実させる。

調べ学習利用

学校から依頼を受け、学習の理

解を深めるため、図書館での調

べ学習の場を提供し、調べもの

のアドバイスを行う。

・小学校1件、中学校1件で実施

した。

小規模校やグループ利用など、

利用は限定的であるが、児童・

生徒の学習に広がりをもたせら

れた。

・利用事例をたるばとレポート

などでPRし、利用を促進す

る。

授業支援

学校からの依頼に応じて、百科

事典の使い方、調べ学習、ブッ

クトーク、様々なテーマの本の

紹介等を行う。

・小学校3件で実施した。

・図書館利用のオリエンテー

ションを行い、分類、調べ学習

の仕方等を紹介した。

・児童の図書館利用を促進し

た。

・担当司書や学校司書のスキル

アップの機会ともなった。

・利用事例をたるばとレポート

などでPRし、利用を促進す

る。

本を楽しむ場の提供

学校との連携による

読書に触れる機会の

提供
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

講師派遣
高文連や学校図書館関係研修に

講師を派遣する。

・小学校2件で実施

・ボランティアやPTA向けに読

書活動に関する講演を行った。

・読書活動への関心を高め、図

書館利用のPRを図った。
・同様に実施する。

施設見学・利用案内

学校/幼稚園/保育所等の依頼を

受け、図書館の見学、使い方の

案内、読み聞かせ等を行う。

・小学校14件、中学校2件で実

施

・教職員の声を反映し、新たに

質問例の事前配布やPP資料を

用いた案内に取り組むことがで

きた。

・利用体験の実施を促し、新規

開拓を図る。

＊1学期は受け入れ中止。（新

型コロナウイルス感染拡大防止

のため）

その他 子どもの読書関連の案内等

・4月に小学新入学生（約630

人）充てにPRのお便り(申込書

＋おすすめ本のリスト）を配布

した。

・利用者カード増に繋がった。
・新型コロナ関連で配布時期検

討中。

学校との連携による

読書に触れる機会の

提供
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

春の子ども読書週間

子ども読書週間（4/23～

5/12）の行事として、おはなし

会、展示、ゲーム、人形劇等を

行う。

・4/23～5/12こぐれけいすけ

新作発表（小樽在住絵本作

家）、人形劇の会、北陵中POP

展示他を行った。

・多くの人が関わり、今後の広

がりに期待が持てる内容となっ

た。

・こぐれけいすけ手作り絵本読

み聞かせ動画公開。

・お楽しみ袋/年齢別おすすめ

本リスト発行/資料展示（期間

中は、臨時休館が続いたため、

時期をずらして実施予定）

としょかん発おたる子ども読書

の日

おたる子ども読書の日として、

図書館で楽しめる子ども向けの

イベントを行う。

・11/2こぐれけいすけ（小樽在

住絵本作家）スペシャルワーク

ショップ

・11/3たるばとブックフェス

ティバル（市長による読み聞か

せ、おはなし会、絵本1,000冊

の展示等）

・11/4策定記念講演会、資料展

示

・多くの人が関わり、今後の広

がりに期待が持てる内容となっ

た。

・たるばとブックフェスティバ

ルを10/24開催予定。

びっくりおはなし会／こぐれけ

いすけ新作発表／人形劇の会／

資料展示など

学校における読書活動の紹介

市立図書館において、小中学校

の学校図書館だよりの展示や読

書の取り組みを紹介する。

・北陵中POP／西陵中読書ゆう

びん／学校司書活動紹介展示。

・児童・生徒や学校図書館の活

動の周知に繋がった。

・事例をPRし、新規開拓につ

なげる。

・児童室内に中・高図書局員に

よる展示スペースを新設する。

・今後は年間スケジュールを組

んで行えるよう整える。

「きっずおたる」の発行

毎月、月初めに子ども向けの事

業、行事、おすすめ本等につい

て、紙媒体とホームページ上で

お知らせを発行する。

・毎月発行した。

・親しみやすい内容をくふうし

ており、４コマ漫画が好評を得

ている。

・内容の更なる充実を図る。

・幼保関係職員を意識した内容

の記事も取り入れる。

幼保向け「子ども読書だより」

の発行

幼稚園や保育所で配布できるよ

う、お知らせを配布する。

・今年度の発行はないが、近隣

の幼稚園に行事のチラシを配布

した。

・内容が「きっずおたる」と重

なり、作成が難しい。

・内容が「きっずおたる」と重

複するため、「きっずおたる」

に統合する。

２子どもの読書活動に関する普及啓発

啓発事業

情報の発信
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

学校図書館担当者向け「たるば

とレポート」の発行

学校図書館との連携事業やおす

すめ本の紹介など学校の読書活

動を進めるための様々な情報を

紹介する。

・不定期で５回発行した。

・管内の読書活動推進フォーラ

ムや道内の読書活動団体の冊子

など、多媒体で取り上げられ、

認知度がアップした。

・同様に発行する。

・今年度はより多くの人に原稿

を依頼するなど内容の充実を図

る。

ホームページ・フェイスブック

による情報提供

ホームページに子ども読書に関

わる大人と子ども向けコンテン

ツを作成し、子ども読書に係る

事業などの情報を提供する。

・ホームページ：イベントやス

ケジュールについて随時案内し

た。

・フェイスブック：約40回の投

稿／2件の動画／イベントの告

知。

・イベントの様子の動画の公開

など新しいことに挑戦した。

・同様に実施する。

・ホームページ上で、国語の教

科書掲載図書所蔵リスト（小学

校）を公開予定。

・国語の教科書掲載図書所蔵リ

スト（中学校）の作成を開始す

る。

情報の発信
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

児童書の充実

より読書に親しむための絵本、

読み物、図鑑などの充実をはか

る。

・随時の選書の際、書架が多彩

で充実した内容となるよう配慮

した。

・日ごろの利用状況を考慮し、

ニーズに沿った本を選ぶことが

できた。

・引き続き、収集基準に基づ

き、利用者のニーズに沿った選

書に努める。

資料展示会

様々なテーマで新刊展示、ミニ

展示など、さらに読書を楽しめ

るよう展示を行う。

・不定期で１９件実施した。

・作者別、他のイベント関連な

ど多様となるテーマを設定し

た。

・季節や行事に合わせ、他機関

との連携など含め、多種多様な

展示を展開できた。

・様々なテーマで引き続き実施

する。

児童コーナーの整備

親しみやすい児童室とするた

め、季節に応じた飾り付けや書

架づくりを行う。

・「バリアフリー絵本コー

ナー」、「ゲームえほんコー

ナー」などの別置を設けた。

・別置は、貸出促進に繋がった

が、OPAC表示と違いがあるな

ど課題が残った。

・紙芝居コーナーの整備／書庫

（絵本）の整備／館内表示の工

夫など環境整備を進める。

デジタルライブラリの充実

小樽の歴史に関する写真や地図

などをデジタル化し、WEB上で

公開することで、学校における

地域学習の支援を行う。

・システム変更に伴い準備を進

めた。

・デジタル化すべき資料の選定を

続けた。

・児童向けパスファインダーの

作成を開始し、デジタルライブ

ラリの利用方法について触れる

など活用の促進を図る。（利用

開始後）

・短期便（３か月程度）

　21校59回3540冊

　＊学校図書館の活性化が目

的。

・長期便（半年から１年程度）

　7校7回2400冊

　＊学級文庫での活用のため

・リクエスト便（１か月まで）

　18校122回2244冊

　＊調べ学習や並行読書等、

　希望の内容に応じて選書。

３子どもの読書環境の整備・充実

連携による学校図書

館の環境整備・充実

スクールライブラリー便による

貸出し

市立小樽図書館の環

境整備・充実

学校における読書や調べ学習、授

業で使う本の貸出しをする。活用

の期間により短期便、長期便、リ

クエスト便を設ける。

・担当教員を対象にアンケート

を実施したところ好意的意見が

多かったが、今後の状況を鑑み

ると、内容の検討が必要であ

る。

・学校図書館の活動を啓発する

取組と捉え、意欲のある学校に

対しての支援に重点をおく。
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

学校図書館運営相談
学校図書館に不要な図書の選定

や蔵書整備方法を説明する。

・小学校3件、中学校2件で実

施。

・学校の引っ越しや統廃合に関

すること、学校司書業務の相

談、寄贈本の受け入れ等につい

て説明した。

・各学校からの相談について、

市立小樽図書館及び他の学校図

書館等のネットワークを駆使

し、迅速に対応した。

・同様に実施する。

学校図書館クリニック

教員やボランティアと協力しな

がら、古い本の整理や図書館の

レイアウトの変更など学校図書

館の改善を支援する。

・申込はあったが、小規模なク

リニックだったため、学校図書

館クリニックでなはく、運営相

談として実施した。

・運営相談としての実施であっ

たが、学校図書館の環境整備に

貢献した。

・学校司書が新たに関わる学校

での実施を予定。

連携による学校図書

館の環境整備・充実
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

学校司書支援

学校司書の研究や活動を支援す

る。また、学校図書・図書館連

携会議において、様々な情報提

供や読書活動のアドバイスを行

う。

・６名63件実施した。

・読書相談や資料運搬、各種研

修機会の提供や情報提供などを

行った。

・学校司書それぞれの状況に応

じた支援を行い、学校司書のス

キルアップにも貢献した。

・引き続き、学校司書の目的や

状況に応じた支援を図る。

教職員研修
読書活動に関する教職員向けの

研修を行う。

・２回計22名に実施した。

・5月小樽市学校図書館研修

　8月初任研修

・教職員の読書活動への意識や

取り組み状況に差がある中、研

修により望ましい読書活動につ

いて、意見交換ができた。

・研修後の支援メニュー利用に

繋がった。

・同様に実施する。

子ども読書担当職員の研修会参

加

北海道学校図書館や後志図書館

協議会の講座等、各種研修会に

参加し、子ども読書担当職員の

スキルアップを図る。

・２回参加した。

・12月後志図書館協議会

・1月学校図書館大会

・他館の取組や改善点に触れ、

担当職員のスキルアップに繋

がった。

・同様に実施する。

・小樽子ども劇場人形劇サーク

ル「ぐぅちょきぱぁ」との連携

事業を12回実施した。

＊「ぐうちょきぱあ」のおはな

し会・人形劇の会を開催した。

・参加人数は減少傾向である

が、参加者には毎回好評を得て

いる。

・学校司書の研修の場として活

用した。

・引き続き開催予定。

・参加者を増やすため、広報の

充実と協力体制強化を図る。

・「札幌おはなしの会」*との

連携事業を２回した。

＊お話（昔ばなし）の読み語り

ボランティア

・リピーターが多く、毎回好評

を得ている。
・引き続き開催予定。

・「小樽子どもと本をつなぐ

会」*と連携し、月例会８回／

連携事業１回／「パネルシア

ター選び方ガイド」発行をし

た。

・パネルシアターのガイドの作

成やイベントへの協力など、日

頃の連携を形にすることができ

た。

・「大型絵本選び方ガイド

（仮）」作成を開始する。

４子どもの読書を推進するための体制の充実

ボランティア関係団

体・機関等との連携

関係機関・団体などとの連携や

情報提供

子ども読書を支える

職員の育成

・関係機関や団体と連携し、読書

活動の推進を図る。

・読み聞かせボランティア交流会

や各種研修会に講師を派遣し、育

成の支援を図るほか、様々な情報

提供を行う。
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たるばとプロジェクト 事業名 内容 令和元年度実績 令和元年度自己評価 令和2年度取組案

・「小樽 子どもの読書活動紹

介 たる読まっぷ」の発行

・子どもと本が出会える場所や

活動を紹介した。

・作成のための情報収集で、よ

り多くの団体とつながることが

でき、今後の連携に期待が持て

た。

・「たる読まっぷ」改訂版（豊

倉小閉校など）発行を予定して

いる。

ボランティア関係団

体・機関等との連携

関係機関・団体などとの連携や

情報提供

・関係機関や団体と連携し、読書

活動の推進を図る。

・読み聞かせボランティア交流会

や各種研修会に講師を派遣し、育

成の支援を図るほか、様々な情報

提供を行う。
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